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－ １ －

　 は じ め に 、 令 和 ７ 年 度 Ｊ Ａ 共 済 青 森 県 小 ・ 中

学 生 書 道 コ ン ク ー ル な ら び に 交 通 安 全 ポ ス タ ー

コ ン ク ー ル に ご 応 募 い た だ い た 皆 さ ん 、 心 の こ

も っ た 素 晴 ら し い 作 品 を 本 当 に あ り が と う ご ざ

い ま し た 。 皆 さ ん の 一 筆 一 筆 、 そ し て 一 色 一 色

に 込 め ら れ た 思 い が 、 私 た ち の 心 に 深 く 響 き ま

し た 。

　 ま た 、 数 多 く の 優 れ た 作 品 の 中 か ら 見 事 に 入

賞 さ れ た 皆 さ ん 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

皆 さ ん の 努 力 と 情 熱 が 実 を 結 び 、 私 た ち に 感 動

を 与 え て く れ ま し た 。

　 Ｊ Ａ 共 済 で は 、 次 代 を 担 う 小 学 生 ・ 中 学 生 の

皆 さ ん に 、 Ｊ Ａ 共 済 の 理 念 で あ る 「 相 互 扶 助 」

と 思 い や り の 大 切 さ を お 伝 え す る と と も に 、 書

写 教 育 に 貢 献 す る こ と を 目 的 に 書 道 コ ン ク ー ル

を 開 催 し て お り ま す 。 ま た 、 交 通 安 全 ポ ス タ ー

コ ン ク ー ル で は 、 交 通 安 全 の 意 識 を 幅 広 く 社 会

に 呼 び か け 、 皆 さ ん の 願 い や メ ッ セ ー ジ を 社 会

に 届 け る こ と で 、 交 通 事 故 の 未 然 防 止 に 寄 与 す

る こ と を め ざ し て い ま す 。

　 文 化 支 援 活 動 の 一 環 と し て 取 組 ん で お り ま す

本 コ ン ク ー ル は 、 書 道 コ ン ク ー ル が 6 9 回 目 、 交

通 安 全 ポ ス タ ー コ ン ク ー ル が 4 8 回 目 を 迎 え 、 県

内 で も 有 数 の 歴 史 と 規 模 を 誇 る 文 化 活 動 と し て

高 い 評 価 を い た だ い て お り ま す 。 こ れ も ひ と え

に 、 県 内 の 小 ・ 中 学 校 の 先 生 方 を は じ め 、 保 護

者 の 皆 様 、 そ し て 関 係 各 位 の 皆 様 の 深 い ご 理 解

と ご 支 援 の 賜 物 で す 。 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　 今 年 度 は 、 書 道 コ ン ク ー ル に 県 下 3 0 8 校 の

小 ・ 中 学 校 な ら び に 特 別 支 援 学 校 の 皆 さ ん か ら

6 , 0 6 7 点 、 交 通 安 全 ポ ス タ ー コ ン ク ー ル に は 1 0 5

校 か ら 4 4 1 点 の 作 品 が 寄 せ ら れ ま し た 。 審 査 会

で は 、 皆 さ ん の 作 品 一 つ ひ と つ に 込 め ら れ た 思

い と 創 造 力 に 、 審 査 委 員 一 同 、 深 い 感 銘 を 受 け

ま し た 。

　 最 優 秀 賞 を 受 賞 さ れ た 作 品 は 、 青 森 県 代 表 作

品 と し て 全 国 コ ン ク ー ル に 出 品 す る こ と に な っ

て い ま す 。 こ れ ま で に も 全 国 で 高 い 評 価 を い た

だ い て お り 、 今 年 度 も 大 い に 期 待 し て お り ま す 。

　 学 校 、 書 道 教 室 等 い ろ い ろ な 機 会 を 活 か し 書

写 教 育 ・ 美 術 教 育 を 通 じ て 芸 術 を 学 ぶ こ と は 、

皆 さ ん の 「 創 造 性 」 や 「 感 性 」 を 育 む 大 切 な 時

間 で す 。 今 後 も 、 学 校 や 書 道 教 室 な ど 様 々 な 場

で 学 び を 深 め 、 さ ら な る 技 術 の 向 上 と 研 鑽 を 積

ん で い た だ き 、 さ ら に 素 晴 ら し い 作 品 を 生 み 出

し て く だ さ る こ と を 心 よ り 願 っ て お り ま す 。

　 最 後 に 、 両 コ ン ク ー ル の 運 営 に あ た り 多 大 な

る ご 尽 力 を い た だ き ま し た 県 内 各 Ｊ Ａ の 皆 さ

ま 、 後 援 団 体 の 皆 さ ま 、 そ し て 審 査 に ご 協 力 い

た だ い た 審 査 委 員 の 皆 さ ま に 、 改 め て 深 く 感 謝

申 し 上 げ ま す 。 今 後 と も 、 皆 様 の 温 か い ご 支 援

と ご 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、 挨 拶

と さ せ て い た だ き ま す 。

ご あ い さ つ

全 国 共 済 農 業 協 同 組 合 連 合 会

青 森 県 本 部 長 　 葛 　 西 　 真 　 司



－ ２ －

講 　 評

　 今 年 も 日 本 全 土 の 長 い 猛 暑 の 例 に も れ ず 青 森

も 長 い 夏 が い ま だ 終 わ り を 告 げ て い ま せ ん 。 農

業 関 係 の 大 き な 被 害 な ど な け れ ば と 念 ず る ば か

り で す 。

　 今 年 の 出 品 状 況 の 内 訳 は 小 中 学 校 を あ わ せ て

6 , 0 6 7 点 と 、 1 , 1 9 3 点 の 減 少 が み ら れ ま し た 。 地

方 の 子 供 人 口 の 減 少 傾 向 か ら 見 る と こ ろ 、 受 け

入 れ ざ る を 得 な い 現 実 か と も 考 え ら れ ま す が 残

念 な こ と で す 。

　 今 年 も 一 次 選 考 に 選 ば れ た 小 学 生 の 作 品 は 、

基 礎 的 技 術 の 高 さ と 、 大 ら か さ が 目 立 ち ま し た 。

中 学 生 の 作 品 は 端 正 で 落 ち 着 き が あ り ま す 。 い

ず れ も 長 い 時 間 を か け て 技 術 を 身 に つ け た こ と

に よ る 自 信 に 満 ち た 輝 か し い 作 品 揃 い で あ り ま

し た 。

　 知 っ て の 通 り 書 道 は 毛 筆 と い う フ ニ ャ フ ニ ャ

の 筆 記 用 具 を 器 用 に 駆 使 し て 書 き 表 す も の で

す 。 し か し 、 選 ば れ た 皆 さ ん の 手 が 器 用 だ と い

う こ と で は あ り ま せ ん 。 小 さ な こ と で す ら 見 逃

さ な い 観 察 力 す な わ ち 目 を 持 っ て い る こ と に ほ

か な り ま せ ん 。

　 日 本 人 は 器 用 だ と よ く 言 わ れ ま す が 、 別 に 特

別 な 感 覚 の 手 を も っ て い る わ け で は あ り ま せ

ん 。 精 緻 な 観 察 力 と 現 実 に 対 処 す る 工 夫 の 能 力

が 高 い と い う こ と で あ り ま し ょ う 。

　 昔 か ら 書 道 を 目 指 す 者 は 臨 書 （ 様 々 な 優 れ た

古 典 を 真 似 て 書 く こ と ） を す る こ と で 様 々 な 法

則 と 手 法 を 身 に 着 け よ う と し ま す 。 そ れ が 、 観

察 力 を 高 め 、 目 を 養 う こ と に な り ま す 。

　 ス ポ ー ツ で も 何 で も 高 い 技 術 を 望 む 方 々 は 同

様 だ と 思 い ま す 。 名 プ レ ー ヤ ー は 常 人 が 気 付 か

な い よ う な 些 細 な こ と に も 目 を 向 け る こ と が で

き る よ う で す 。

　 皆 さ ん の よ う に 優 れ た 書 を か け る と い う こ と

は 、 長 い 時 間 を か け た 修 練 に よ り 技 術 を 身 に つ

け た と と も に 、 高 い 観 察 眼 と そ れ を 実 現 さ せ る

思 考 能 力 を 身 に つ け て い る 、 あ る い は そ の 途 上

に あ る と 信 じ ま す 。 世 の 中 を よ く す る 人 間 に 成

長 し て ほ し い と 心 か ら 思 い ま す 。

　 最 後 に 、 無 効 作 品 に つ い て 重 ね て 申 し 上 げ ま

す 。 今 年 の 無 効 作 品 は 2 4 6 点 で し た 。 ま だ 小 規

模 小 学 校 全 生 徒 に 近 い 数 の 生 徒 が ス テ ー ジ に 上

る こ と す ら で き な い 現 状 が あ り ま す 。 主 な 理 由

は 表 記 上 の 問 題 で す 。 ご 指 導 さ れ る 先 生 方 は 、

お 忙 し い こ と と は 存 じ ま す が 募 集 要 項 を 詳 し く

読 ん で い た だ い て 、 無 効 作 品 が さ ら に 少 な く な

る よ う に ご 協 力 お 願 い い た し ま す 。 ご 指 導 あ り

が と う ご ざ い ま し た 。

書 道 審 査 総 評

審 査 委 員 長 　 鎌 　 田 　 雨 　 溪

○ 昭 和 2 3 年 1 2 月 1 1 日 生

○ 師 　 宮 川 　 翠 雨

○ 日 展 入 選 ４ 回

○ 青 森 県 文 化 奨 励 賞

○ 求 美 集 団 「 三 游 境 」 代 表

○ 銀 座 鳩 居 堂

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ・ オ ー ク ラ ン ド ・

ロ ン ド ン ・ ク ラ イ ス ト チ ャ ー チ ・

ニ ュ ー ヨ ー ク ・ パ リ 等 　 個 展 1 6 回



－ ３ －

審 査 委 員

矢 　 越 　 郁 　 也

○ 昭 和 2 4 年 ９ 月 1 1 日 生

菊 　 池 　 翠 　 汀

○ 昭 和 2 5 年 ９ 月 1 6 日 生

○ 師 　 宮 川 　 翠 雨

○ 読 売 書 法 会 理 事

○ 翠 心 会 会 長

○ 雨 声 会 会 長

○ 青 森 県 書 道 振 興 会 議 副 会 長

○ 日 展 入 選 ７ 回

○ 読 売 新 聞 社 賞

○ 銀 座 鳩 居 堂 　 個 展 ３ 回

米 　 田 　 井 　 朴

○ 昭 和 2 7 年 1 2 月 2 4 日 生

○ 師 　 宇 野 　 雪 村 、 稲 村 　 雲 洞

○ 書 文 化 研 究 「 寄 遠 會 」 主 宰

岩 　 崎 　 栖 　 鷹

○ 昭 和 3 4 年 ２ 月 2 1 日 生

○ 師 　 山 根 　 渓 石



－ ４ －

楠 　 美 　 舞 　 音
板 柳 町 立 小 阿 弥 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

野 　 呂 　 依 　 央
つ が る 市 立 向 陽 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

坂 　 井 　 明 　 樹
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

〔 評 〕

お だ や か で や さ し さ が う か が え る 作 品 で す 。

す っ き り と し た 筆 運 び で 、 し ょ う ら い が き た い

さ れ る と 感 じ さ せ る よ い 作 品 で す 。

〔 評 〕

明 る く 伸 び 伸 び と し た 線 で 、 春 を 想 わ せ る 作 品

で し た 。

〔 評 〕

ま っ 黒 く 、 ふ っ く ら と し た 畑 の ウ ネ の よ う な あ

た た か い 線 で す ね 。

名 前 も ふ く め て 、 う ま く 半 紙 に お さ め る こ と が

で き ま し た 。

す ば ら し い 作 品 で す 。

半 紙 の 部



－ ５ －

阿 　 部 　 心 緒 璃
青 森 市 立 三 内 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

齋 　 藤 　 莉 里 愛
青 森 市 立 浪 岡 野 沢 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

常 　 田 　 渚 　 華
青 森 市 立 浪 岡 南 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

〔 評 〕

し っ か り と 堅 実 に 書 か れ た 作 品 で す 。

文 字 の 力 が 空 間 に 響 い て ゆ る ぎ な く 見 事 に 収

ま っ て い ま す 。

〔 評 〕

ガ ッ チ リ と 力 強 さ を 現 し て い ま す 。

筆 使 い も 確 実 で 大 き さ も あ り 明 る い 作 品 で す 。

〔 評 〕

ど っ し り と 正 確 な 筆 使 い で 表 現 し ま し た 。

筆 を 立 て て 紙 の 裏 ま で 墨 が 通 る よ う な 書 き 方 は

見 事 で す 。

す っ き り と し た 線 質 も す ば ら し い で す 。



－ ６ －

大 　 塚 　 智 　 輝
平 川 市 立 尾 上 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

福 　 原 　 心 　 美
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

工 　 藤 　 莉 　 世
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

〔 評 〕

画 数 の 多 い 漢 字 と 少 な い 文 字 の バ ラ ン ス が 整 っ

て お り 、 ゆ る や か な 流 れ の 中 に も 中 心 が し っ か

り と し て い る 。

〔 評 〕

行 書 で 動 き の あ る 四 字 を 半 紙 に 均 等 に お さ め ま

し た 。

筆 使 い も 心 地 よ く 、 て い ね い に 書 き 進 め て い る

の に 好 感 が も て ま す 。

筆 の 開 閉 が う ま く 、 線 の 広 狭 が き れ い で す 。

〔 評 〕

気 脈 が 通 っ て 流 れ る よ う な 運 筆 で す 。

点 画 の 末 端 ま で 神 経 が 行 き 届 い て 充 実 し た 作 品

に な り ま し た 。

名 前 も う ま く 収 ま っ て い ま す 。



－ ７ －

条 幅 の 部

坂 　 井 　 明 　 樹
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

藤 　 田 　 和 　 花
五 所 川 原 市 立 栄 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

棟 　 方 　 風 　 歌
弘 前 市 立 高 杉 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）



－ ８ －

平 　 川 　 誠 　 人
田 舎 館 村 立 田 舎 館 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

齋 　 藤 　 莉 里 愛
青 森 市 立 浪 岡 野 沢 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

加 　 福 　 菜 　 桜
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）



－ ９ －

久 保 田 　 瑠 　 華
藤 崎 町 立 明 徳 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

葛 　 西 　 　 　 龍
黒 石 市 立 中 郷 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

葛 　 西 　 惟 　 央
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）



－ 1 0 －

三 沢 市 立 木 崎 野 小 学 校

校 　 長 　 中 　 野 　 良 　 喜

八 戸 市 立 鮫 中 学 校

校 　 長 　 富 　 樫 　 克 　 輝

書 道 　 小 学 校 の 部

書 道 　 中 学 校 の 部



－ 1 1 －

半 紙 の 部

成 　 田 　 昊 　 蘭
七 戸 町 立 城 南 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

佐 　 藤 　 咲 　 美
青 森 市 立 千 刈 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

坂 　 本 　 梨 　 紗
つ が る 市 立 穂 波 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

坂 　 井 　 萌 　 彩
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

田 　 中 　 想 　 来
十 和 田 市 立 西 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

田 　 澤 　 怜 　 旺
青 森 市 立 浪 館 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）



－ 1 2 －

千 　 葉 　 光 　 莉
板 柳 町 立 板 柳 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

高 　 杉 　 虹 　 心
青 森 市 立 浦 町 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

齋 　 藤 　 真 里 愛
青 森 市 立 浪 岡 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）



－ 1 3 －

藤 　 川 　 　 　 旭
板 柳 町 立 小 阿 弥 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

貝 　 塚 　 円 　 香
藤 崎 町 立 常 盤 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

小 　 野 　 愛 　 莉
田 舎 館 村 立 田 舎 館 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

平 　 澤 　 亜 　 幸
藤 崎 町 立 藤 崎 中 央 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

千 　 葉 　 実 結 里
弘 前 市 立 岩 木 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

野 　 呂 　 瞬 　 翔
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

条 幅 の 部



－ 1 4 －

伊 　 藤 　 愛 　 琉
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

福 　 原 　 心 　 美
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

工 　 藤 　 莉 　 世
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）



－ 1 5 －

半 紙 の 部

千 　 葉 　 紬 　 生
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

宮 　 舘 　 　 　 凛
青 森 市 立 三 内 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

藤 　 田 　 和 　 花
五 所 川 原 市 立 栄 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

赤 　 石 　 　 　 恩
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

小 　 野 　 愛 　 莉
田 舎 館 村 立 田 舎 館 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

成 　 田 　 一 　 路
平 川 市 立 平 賀 東 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）



－ 1 6 －

齋 　 藤 　 友 里 愛
青 森 市 立 浪 岡 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

白 　 川 　 茉 莉 愛
藤 崎 町 立 明 徳 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

今 　 泉 　 優 　 未
十 和 田 市 立 十 和 田 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）



－ 1 7 －

条 幅 の 部

千 　 葉 　 紬 　 生
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

八 木 橋 　 春 　 樹
弘 前 市 立 桔 梗 野 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

伊 　 藤 　 楓 　 栞
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

諏 　 訪 　 琉 　 生
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

清 　 水 　 陽 　 葵
八 戸 市 立 旭 ヶ 丘 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）

加 　 賀 　 愛 　 唯
八 戸 市 立 吹 上 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）



－ 1 8 －

猪 　 股 　 愛 　 結
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

村 　 上 　 莉 世 愛
藤 崎 町 立 藤 崎 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

齋 　 藤 　 真 里 愛
青 森 市 立 浪 岡 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）



－ 1 9 －

青 森 市 立 金 沢 小 学 校 一 年   本 　 田 　 朱 　 里
板 柳 町 立 小 阿 弥 小 学 校 一 年   藤 　 川 　 　 　 旭
八 戸 市 立 白 山 台 小 学 校 一 年   猪 　 鼻 　 一 　 葉
青 森 市 立 新 城 小 学 校 二 年   千 　 葉 　 は つ め
弘 前 市 立 新 和 小 学 校 二 年   奈 　 良 　 風 友 冬
藤 崎 町 立 常 盤 小 学 校 二 年   貝 　 塚 　 円 　 香
藤 崎 町 立 藤 崎 中 央 小 学 校 三 年   安 　 田 　 春 　 果
藤 崎 町 立 藤 崎 小 学 校 三 年   齊 　 藤 　 友 　 里
黒 石 市 立 黒 石 東 小 学 校 三 年   佐 　 藤 　 桂 　 大
藤 崎 町 立 藤 崎 中 央 小 学 校 四 年   平 　 澤 　 亜 　 幸
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 四 年   加 　 福 　 菜 　 桜
八 戸 市 立 白 銀 小 学 校 四 年   藤 　 井 　 ひ か り
青 森 市 立 堤 小 学 校 五 年   山 　 田 　 倫 　 那
弘 前 市 立 文 京 小 学 校 五 年   成 　 田 　 夢 　 彩

五 戸 町 立 五 戸 小 学 校 五 年   村 　 上 　 百 　 音
青 森 市 立 浪 岡 南 小 学 校 六 年   吉 　 岡 　 　 　 諒
藤 崎 町 立 藤 崎 小 学 校 六 年   工 　 藤 　 虎 　 宇
十 和 田 市 立 北 園 小 学 校 六 年   中 　 渡 　 琉 太 郎
黒 石 市 立 黒 石 中 学 校 一 年   猪 　 股 　 愛 　 結
佐 井 村 立 佐 井 中 学 校 一 年   正 　 根 　 杏 　 珠
十 和 田 市 立 十 和 田 中 学 校 一 年   竹 　 浦 　 愛 奈 子
藤 崎 町 立 藤 崎 中 学 校 二 年   村 　 上 　 莉 世 愛
板 柳 町 立 板 柳 中 学 校 二 年   三 　 浦 　 羽 　 流
十 和 田 市 立 十 和 田 中 学 校 二 年   種 　 市 　 悠 　 菜
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 三 年   玄 　 番 　 紗 　 絢
板 柳 町 立 板 柳 中 学 校 三 年   山 　 田 　 陽 生 利
五 所 川 原 市 立 金 木 中 学 校 三 年   尾 　 野 　 友 　 柚

青 森 市 立 大 野 小 学 校 一 年   相 　 馬 　 　 　 紬
平 川 市 立 金 田 小 学 校 一 年   成 　 田 　 し え る
板 柳 町 立 小 阿 弥 小 学 校 一 年   宮 　 田 　 柑 　 那
弘 前 市 立 岩 木 小 学 校 二 年   千 　 葉 　 愛 　 里
弘 前 市 立 東 小 学 校 二 年   三 　 浦 　 吉 　 峰
藤 崎 町 立 藤 崎 中 央 小 学 校 二 年   奈 　 良 　 健 　 永
青 森 市 立 浦 町 小 学 校 三 年   坂 　 本 　 次 　 美
藤 崎 町 立 藤 崎 中 央 小 学 校 三 年   安 　 田 　 春 　 果
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 三 年  葛 　 西 　 陽 　 愛
青 森 市 立 大 野 小 学 校 四 年   福 　 士 　 和 　 奏
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 四 年   田 　 澤 　 柚 　 花
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 四 年   千 　 葉 　 咲 　 嬉
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 小 学 校 五 年   坂 　 井 　 萌 　 彩
田 舎 館 村 立 田 舎 館 小 学 校 五 年   中 　 山 　 栞 　 菜

板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 五 年   赤 　 石 　 　 　 恩
青 森 市 立 橋 本 小 学 校 六 年   秋 　 元 　 泰 　 空
板 柳 町 立 板 柳 南 小 学 校 六 年   諏 　 訪 　 芽 　 依
板 柳 町 立 小 阿 弥 小 学 校 六 年   楠 　 美 　 芽 　 彩
青 森 市 立 浪 岡 中 学 校 一 年   齋 　 藤 　 友 里 愛
青 森 市 立 横 内 中 学 校 一 年   花 　 田 　 　 　 桜
板 柳 町 立 板 柳 中 学 校 一 年   千 　 葉 　 光 　 莉
大 鰐 町 立 大 鰐 中 学 校 二 年   山 　 口 　 健 　 心
藤 崎 町 立 藤 崎 中 学 校 二 年   安 　 田 　 颯 太 郎
弘 前 市 立 第 一 中 学 校 二 年   花 　 田 　 い ろ は
青 森 市 立 横 内 中 学 校 三 年   須 　 藤 　 希 　 桃
弘 前 大 学 教 育 学 部 附 属 中 学 校 三 年   玄 　 番 　 紗 　 絢
板 柳 町 立 板 柳 中 学 校 三 年   野 　 呂 　 莉 　 桜

半 紙 の 部

条 幅 の 部

応 募 状 況

参 　 加 　 校

小 学 校 2 0 7

中 学 校 1 0 1

計 3 0 8

区 　 分
応 募 点 数

小 学 校  中 学 校  計

半 紙 の 部 4 , 5 8 5 1 , 0 5 8 5 , 6 4 3

条 幅 の 部  　 2 5 0   1 7 4  　 4 2 4

計 4 , 8 3 5 1 , 2 3 2 6 , 0 6 7



－ 2 0 －

審 査 を 終 え て
　 今 年 の 夏 も 暑 い 日 が 続 き 、 農 作 業 中 だ け で な

く 日 常 生 活 上 で も 熟 中 症 に な る 人 が 多 数 出 た た

め 、 “ 水 分 補 給 や 涼 し い 場 所 で の 小 刻 み の 休 息

を “ と の 警 告 が 例 年 よ り 多 く 出 さ れ ま し た 。 長

期 間 の 酷 暑 と い う 気 候 変 動 が こ れ か ら も 続 く の

で あ れ ば ､  そ れ を 防 ぐ た め の 手 立 て を で き る だ

け 早 急 に 実 施 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 さ て ､  本 審 査 は 晴 天 に も 恵 ま れ ､  審 査 委 員 一

同 気 持 ち よ く 取 り 組 む こ と が で き ま し た 。 何 よ

り も 、 み な さ ん が ど ん な 作 品 を 作 り 上 げ て く れ

た の か 楽 し み で し た 。 コ ン ク ー ル 事 務 局 担 当 の

み な さ ん か ら ､  今 回 の 出 品 状 況 に つ い て 説 明 が

あ り ま し た 。 出 品 点 数 は 昨 年 に 比 べ 少 し 増 加 （ 小

学 生 が 減 少 、 中 学 生 が 増 加 ） し た と い い ま す が 、

参 加 校 が 少 し 減 っ た の が 残 念 で し た 。

　 審 査 結 果 の 内 容 に つ い て 述 べ ま す 。 ポ ス タ ー

の テ ー マ （ 題 ） で は 、 「 ス マ ホ 」 の 使 い 方 と 交

通 事 故 と の つ な が り を と り 上 げ た 作 品 が 比 較 的

多 く 見 ら れ ま し た 。 取 り 上 げ や す い 身 近 な テ ー

マ で あ る と 思 い ま す が 、 考 え 方 に よ っ て は 作 品

数 が 多 い 分 、 新 鮮 な ア イ デ ア （ 発 想 ） が 求 め ら

れ ま す 。 そ の 点 、 今 回 の 出 品 ポ ス タ ー を 見 る 限

り 、 厳 し い 言 い 方 で す が 期 待 に 応 え て く れ た ポ

ス タ ー は あ ま り 見 ら れ ま せ ん で し た 。 私 た ち 審

査 委 員 は 、 こ れ ま で 数 多 く の 作 品 を 見 て き た の

で 評 価 が 厳 し い の か も 知 れ ま せ ん が 、 ア イ デ ア

の 工 夫 に も っ と 時 間 を か け て 決 定 し て 欲 し い と

思 い ま す 。

　 次 に 、 多 か っ た テ ー マ と し て 、 ｢ ヘ ル メ ッ ト

の 着 用 ｣  が あ り ま し た 。 こ の テ ー マ も み な さ ん

に と っ て な じ み の あ る 題 材 だ と 思 い ま す が 、 ス

マ ホ 題 材 と 同 じ く 取 り 上 げ や す い こ と は 逆 に 扱

い が 難 し い と い う こ と を 知 っ て 欲 し い の で す 。

　 ポ ス タ ー づ く り に 限 ら ず 、 デ ザ イ ン 活 動 に

と っ て 最 も 大 切 な の は 独 創 的 な ア イ デ ア を 生 み

出 す こ と で 、 そ の た め に は 、 生 活 や 出 来 事 な ど

の ｢ も の ｣  に 対 す る 興 味 ・ 関 心 と 観 察 力 ・ と ら

え 方 が と て も 大 切 で 作 品 の よ し あ し を 決 め る ポ

イ ン ト で す 。 後 は 、 画 面 に ど の よ う に 描 き 表 せ

ば よ い か ？ 色 使 い は ？ 題 名 （ コ ピ ー ） は ど の よ

う に す れ ば よ い か ？ な ど ス ケ ッ チ を 繰 り 返 し 、

最 終 的 に 満 足 が 出 き そ う な も の に 決 定 す れ ば よ

い の で す 。 も っ と も 簡 単 に は 決 ま ら な い こ と も

よ く あ る こ と で す か ら 、 あ き ら め ず 途 中 で 一 休

み し て ま た と り か か る く ら い の 余 裕 を 持 つ こ と

も 必 要 で す 。 予 想 通 り に 仕 上 が っ た と き の 気 分

は 、 作 品 づ く り を し た 人 で な け れ ば 決 し て 味 わ

う こ と が で き な い 満 足 感 で は な い で し ょ う か 。

　 審 査 結 果 報 告 の 追 加 と し て 述 べ ま す 。 数 は 少

な い の で す が 、 交 通 信 号 の 色 の 間 違 い や シ ー ト

ベ ル ト 無 装 着 な ど で 、 入 賞 候 補 な の に 選 外 に

な っ た 作 品 が あ り 大 変 残 念 で す 。 大 人 の 人 の 最

終 チ ェ ッ ク を 希 望 し ま す 。

　 事 務 局 の み な さ ん の ご 苦 労 に 感 謝 す る と 同 時

に 、 入 賞 さ れ た み な さ ん 、 お め で と う 。 今 後 も

機 会 が あ れ ば ま た 、 作 品 づ く り に チ ャ レ ン ジ し

て く だ さ い 。

交 通 安 全 ポ ス タ ー 審 査 総 評

審 査 委 員 長 　 宮 　 本 　 益 　 衛

○ 昭 和 1 2 年 ７ 月 １ 日 生

○ デ ザ イ ン グ ル ー プ’ 6 0 会 員

○ 教 美 展 運 営 委 員

○ 県 展 デ ザ イ ン 部 門 運 営 委 員
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審 査 委 員

品 　 田 　 　 　 浩

○ 昭 和 3 2 年 ３ 月 2 7 日 生

○ 青 森 県 造 形 教 育 連 盟 元 顧 問

○ 青 森 県 立 美 術 館 鑑 賞 サ ポ ー タ ー

○ 青 森 児 童 美 術 研 究 会 理 事

吉 　 葉 　 里 　 香

○ 昭 和 5 4 年 1 1 月 2 7 日 生

○ 青 森 県 警 察 本 部 　 交 通 部

　 交 通 企 画 課 　 課 長 補 佐

須 　 田 　 𠮷 　 郎

○ 昭 和 3 5 年 ４ 月 ６ 日 生

○ 一 般 財 団 法 人 青 森 県 交 通 安 全 協 会

　 専 務 理 事

古 　 川 　 雅 比 古

○ 昭 和 2 6 年 ４ 月 ７ 日 生

○ グ ル ー プ 螺 子 会 員

○ 日 本 創 芸 教 育 「 似 顔 絵 講 座 」 最 優 秀 成 績 賞
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對 　 馬 　 　 　 花
青 森 市 立 小 柳 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

〔 評 〕

多 く の 作 品 の 中 で １ 番 先 に

目 に 付 き ま し た 。

色 づ か い が き れ い で 、 中 心

の 女 の 子 の 表 情 も 豊 か で 、

ホ ッ と す る 作 品 で す 。

森 　 　 　 彩 　 乃
む つ 市 立 苫 生 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

〔 評 〕

人 物 の 表 情 、 特 に 「 目 」 の

動 き と コ ピ ー （ タ イ ト ル 文 ）

の マ ッ チ ン グ が ぴ っ た り な

楽 し い 作 品 で す 。

山 　 下 　 楓 　 禾
西 目 屋 村 立 西 目 屋 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

〔 評 〕

自 転 車 に の る と き は ヘ ル メ ッ ト

を か ぶ っ て 、 道 を 渡 る と き も 自

転 車 を お り て 、 お し な が ら 歩 き

ま し ょ う と い う 「 き ま り 」 が よ

く 目 立 つ 赤 と 黄 の 文 字 で よ く 伝

わ っ て き ま す 。 青 い 服 と 黄 色 い

自 転 車 そ し て 白 い 横 断 歩 道 、 色

使 い も よ く 見 え る よ う に て い ね

い に 彩 色 さ れ 、 み て い て 、 ほ っ

と す る 作 品 で す 。
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松 　 橋 　 美 　 胡
板 柳 町 立 板 柳 東 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 津 軽 み ら い ）

〔 評 〕

お 年 寄 り に よ る 運 転 操 作 の

ま ち が い か ら 起 こ る 大 事

故 。 そ の 問 題 を ス ト レ ー ト

に と ら え 、 わ か り や す い 作

品 に ま と め 上 げ て い ま す 。

佐 　 藤 　 　 　 楓
む つ 市 立 第 三 田 名 部 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

〔 評 〕

「 免 許 返 納 」 を 家 族 の み ん な で

祝 う 様 子 が と て も す て き で す 。

構 図 （ レ イ ア ウ ト ） や 色 づ か い

も て い ね い な ポ ス タ ー に 仕 上 が

り ま し た 。

滝 　 渕 　 咲 　 良
青 森 市 立 浪 打 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

〔 評 〕

「 あ な た の 頭 守 り ま す 」 の ロ ゴ が

目 に と び こ ん で き ま す 。 ヘ ル メ ッ

ト は 大 き く 目 立 つ 黄 色 の 服 、 背 景

も し ゃ ぼ ん 玉 の よ う な カ ラ フ ル な

色 づ か い に 工 夫 さ れ て い ま す 。

き ま り を 守 っ て 安 全 に 自 転 車 に 乗

る と 楽 し い 乗 り 物 に な る ん だ と い

う 思 い が 伝 わ っ て き ま す 。



－ 2 4 －

佐 々 木 　 　 　 雫
五 戸 町 立 川 内 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）

〔 評 〕

一 瞬 、 目 が 吸 い よ せ ら れ る 強 烈

な 画 面 に 感 動 を お ぼ え ま し た 。

過 去 の 名 画 か ら 抜 け 出 た 主 人 公

が 現 在 ・ 未 来 と 融 合 し て る 意 味

深 い 作 品 で す 。

福 　 士 　 果 　 倫
鶴 田 町 立 鶴 田 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る に し き た ）

〔 評 〕

ヘ ル メ ッ ト 着 装 を 簡 潔 に 表 示

し 、 図 柄 も 無 駄 が な く 色 彩 や

色 ぬ り も 完 璧 で 、 よ く 目 立 つ

ポ ス タ ー に 仕 上 が り ま し た 。

大 　 髙 　 優 　 里
弘 前 市 立 津 軽 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

〔 評 〕

画 面 の 構 成 を 工 夫 し た 優 れ た 作 品

で す 。 中 央 に 配 置 さ れ た 白 地 に 赤

字 の レ タ リ ン グ に は っ と さ せ ら れ

ま す 。 ス マ ホ を 持 っ た 運 転 手 と 歩

行 者 も 黒 く 表 現 さ れ 、 白 い 波 の よ

う な 表 現 が 、 こ れ か ら の 事 故 を 予

想 さ せ る 画 面 構 成 と な っ て い ま

す 。 こ の 作 品 を 見 た 人 が 、 な が ら

ス マ ホ は 「 だ め 」 と 考 え さ せ ら れ

る 優 れ た 作 品 で す 。
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む つ 市 立 苫 生 小 学 校

校 　 長 　 大 　 島 　 　 　 忍

五 戸 町 立 川 内 中 学 校

校 　 長 　 工 　 藤 　 正 　 義

交 通 安 全 ポ ス タ ー 　 小 学 校 の 部

交 通 安 全 ポ ス タ ー 　 中 学 校 の 部
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赤 　 羽 　 南 　 星
五 所 川 原 市 立 い ず み 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

宮 　 﨑 　 碧 　 大
弘 前 市 立 第 三 大 成 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

川 　 口 　 百 々 花
む つ 市 立 苫 生 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

木 　 村 　 心 　 咲
弘 前 市 立 致 遠 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

赤 　 羽 　 泉 　 南
五 所 川 原 市 立 い ず み 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ ご し ょ つ が る ）

唐 　 川 　 結 　 芽
今 別 町 立 今 別 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）



－ 2 7 －

花 　 田 　 　 　 遥
鶴 田 町 立 鶴 田 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る に し き た ）

葛 　 西 　 日 　 彩
大 鰐 町 立 大 鰐 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

田 　 島 　 海 奈 美
五 戸 町 立 倉 石 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）
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平 　 川 　 　 　 諄
青 森 市 立 堤 小 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

橋 　 本 　 心 　 絆
お い ら せ 町 立 木 ノ 下 小 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ 十 和 田 お い ら せ ）

工 　 藤 　 結 　 仁
青 森 市 立 筒 井 小 学 校 四 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

横 　 川 　 奈 々 花
平 内 町 立 東 小 学 校 六 年

（ Ｊ Ａ 青 森 ）

鳥 谷 部 　 愛 　 叶
八 戸 市 立 八 戸 小 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）

葛 　 西 　 咲 　 乃
大 鰐 町 立 大 鰐 小 学 校 五 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）
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新 井 山 　 一 　 叶
五 戸 町 立 川 内 中 学 校 二 年

（ Ｊ Ａ 八 戸 ）

佐 々 木 　 梓 　 紗
弘 前 市 立 第 二 中 学 校 一 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）

佐 々 木 　 慶 　 次
弘 前 市 立 第 二 中 学 校 三 年

（ Ｊ Ａ つ が る 弘 前 ）
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青 森 市 立 筒 井 小 学 校 一 年   鷲 　 尾 　 七 　 海
中 泊 町 立 武 田 小 学 校 一 年   竹 　 内 　 碧 　 萊
む つ 市 立 第 三 田 名 部 小 学 校 一 年   髙 　 畑 　 柚 　 冬
平 内 町 立 東 小 学 校 二 年   小 山 内 　 柚 　 芽
青 森 市 立 堤 小 学 校 二 年   山 　 内 　 　 　 愛
弘 前 市 立 三 省 小 学 校 二 年   小 　 山 　 菜 々 美
青 森 市 立 原 別 小 学 校 三 年   長 谷 川 　 れ い 奈
む つ 市 立 苫 生 小 学 校 三 年   相 　 馬 　 結 　 月
む つ 市 立 大 平 小 学 校 三 年   阿 　 部 　 希 　 帆
青 森 市 立 筒 井 小 学 校 四 年   工 　 藤 　 ひ よ り
弘 前 市 立 時 敏 小 学 校 四 年   澤 　 田 　 健 　 介
鯵 ヶ 沢 町 立 舞 戸 小 学 校 四 年   滝 　 渕 　 彩 　 心
青 森 市 立 北 小 学 校 五 年   工 　 藤 　 湊 　 斗
弘 前 市 立 小 沢 小 学 校 五 年   山 　 口 　 空 　 夢

八 戸 市 立 八 戸 小 学 校 五 年   山 　 田 　 陽 　 愛
青 森 市 立 堤 小 学 校 六 年   齊 　 藤 　 詩 　 乃
弘 前 市 立 北 小 学 校 六 年   小 　 林 　 亮 　 太
十 和 田 市 立 藤 坂 小 学 校 六 年   小 山 田 　 夏 　 那
青 森 市 立 佃 中 学 校 一 年   茂 　 木 　 優 　 舞
五 所 川 原 市 立 五 所 川 原 第 一 中 学 校 一 年  佐 　 藤 　 詩 　 羽
五 戸 町 立 倉 石 中 学 校 一 年   柏 　 田 　 碧 　 泉
青 森 市 立 浪 打 中 学 校 二 年   中 　 畑 　 七 　 海
青 森 市 立 佃 中 学 校 二 年   嶋 　 田 　 芽 　 依
五 戸 町 立 川 内 中 学 校 二 年   大 久 保 　 雅 　 渚
つ が る 市 立 柏 中 学 校 三 年   大 　 西 　 佑 　 花
つ が る 市 立 柏 中 学 校 三 年   神 　 　 　 莉 依 子
五 戸 町 立 川 内 中 学 校 三 年   古 　 沢 　 彩 　 楓

応 募 状 況

区 　 　 分  参 　 加 　 校 応 募 点 数

小 　 学 　 校  8 9 2 8 6

中 　 学 　 校  1 6 1 5 5

計 1 0 5 4 4 1
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